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１１月１１日（土）、ふれあい発表会が行われました。 

４年ぶりに観客の方の入れ替えもなく、人数制限もな

く見ていただけたふれあい発表会でした。 

 子どもたちにとっても、こんなにたくさんの方に見ていただくのは、４年生以下は初めてです。予行演習

の時と違ってどの学年もすごく緊張しており、横から見ていてもドキドキが伝わってきました。 

 そんな中でも、児童は頑張りました。人数なんて関係ないと思いました。頑張っている自分を見てもらい

たい、友達と力を合わせて成功させたい、自分たちの頑張る力を発揮したい、そんな子どもたちの思いが体

育館中に広がっていました。「一生懸命は素晴らしい。」本当にそう感じたふれあい発表会でした。 
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中学校区一貫教育校園 

「わかる」「できる」「楽しい」学校をめざして

て 

 

一所懸命は すばらしい！！ 
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１１月１４日（火）、１５０周年記念式を

行いました。第 1部の記念式では、胸上小

学校の１５０年を振り返り、クイズを出しま

した。その後記念事業として取り組んだ 83

人分の手形の除幕式をしました。玄関に、色とりどりの８３人の手形が並びました。ぜひ、学校へお越し

の際は、ご覧ください。また、校歌も歌いました。この日のために、各クラスで練習をしていた成果が出

て、体育館中に校歌が響き渡りました。低学年の児童も覚えてしっかり歌えていました。 

 第 2部は「デュエットゥ」の 木内 佳苗さんと大嶋 有加里さんを

お迎えして、ピアノコンサートを行いました。下学年と上学年、各４５

分間のコンサートでした。クラッシック曲を中心とした連弾や鍵盤ハー

モニカとの演奏、作曲家の話もしてくださいました。また、最後は、下

学年は「にじ」、上学年は「青と夏」の演奏に合わせて合唱、そして、音

楽に合わせての手拍子で盛り上がりも絶好調となりました。特に、上学

年の素直な表現に、コンサートが終わってから、お二人から「こんなに

乗って参加してくれる上学年のお子さんはいないですよ。とても楽しか

ったです。」と言われました。 

 他にも嬉しかったことがありました。それは、自分の夢を大声で叫ぶ場面でした。特に、上学年は照れ臭

さから大きな声は恥ずかしいかなと思っていたのですが、下学年に負けないくらいの大声で自分の夢を叫

んでいました。その素直さが嬉しかったです。「夢

はかないますよ。」というお二人の言葉が力強く思

えました。 

 

１１月１７日（金）、６年生が卒業写真を撮りま

した。いよいよ、卒業式まで、後４か月、登校する

日は、後７２日となりました。早いですね。その６

年生が「学校のために、何かできないかな？」と考えて、始動したの

が、「学校お助けプロジェクト」です。まず、第１弾は、「エアコンの

フィルター掃除」です。特別教室や職員室、そして、校長室のエアコ

ンフィルターの掃除をしてくれました。ブラシを使って丁寧に洗っ

ていました。とても嬉しかったです。それと同時に、その時期がやってきたのだなと感

慨深くなりました。6年生のみなさん、「学校のために」ありがとう。 
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